
武庫川水系河川整備計画フォローアップ懇話会開催要綱 

 

 

（目的） 

第１条 武庫川水系河川整備計画（以下「河川整備計画」という。）に基づき、河川整備計

画の着実な推進を図るため、同計画に位置づけた施策や事業の実施状況等について、学

識経験者や地域住民等に報告し、意見を聴くことを目的として「武庫川水系河川整備計

画フォローアップ懇話会（以下「懇話会」という。）」を開催する。 

 

（検討事項） 

第２条 懇話会で検討する事項は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 河川整備計画に位置づけた施策や事業の実施状況及びその推進に関すること。  

(2) ＰＤＣＡ（PLAN(計画)・DO(実施)・CHECK(点検・評価)・ACTION(改善)）サイクル

の考え方に基づいた前号の進行管理の仕組みに関すること。 

 

（運営） 

第３条 懇話会は、次の各号に掲げる者をもって構成することとし、その構成員は別紙のと

おりとする。 

(1) 学識経験者 

(2) 流域市の職員 

(3) 住民団体等関係者 

(4) 公募構成員 

２ 懇話会の開催に係る構成員の招集は、県土整備部土木局武庫川総合治水室長（以下「武

庫川総合治水室長」という。）が行う。 

３ 構成員は、事故その他やむを得ない理由により懇話会に出席できないときは、あらか

じめ武庫川総合治水室長の承認を得て、代理人を出席させることができる。ただし、第

１項第１号及び第４号に掲げる者については、この限りでない。 

４ 懇話会の議事を進行するため、構成員の中から、座長を選任する。 

５ 座長は、構成員の中から座長代理を指名することがきる。 

６ 座長代理は、座長に事故があるときはその職務を代理する。 

７ 武庫川総合治水室長が必要と認めたときは、構成員以外の者に懇話会への出席を求め、

その意見を聴くことができる。 

８ 懇話会は、公開とする。ただし、懇話会の運営に著しい支障があると認められる場合

には、非公開とすることができる。 

９ 議事録、議事要旨及び懇話会資料は、原則として公開とする。 

 

（謝金及び旅費） 

第４条 構成員（第３条第１項第２号に掲げる者を除く。）が懇話会に出席し、又は懇話会

の開催のために必要な業務に従事したときは、別に定めるところにより、謝金及び旅費

を支給する。 



２ 構成員（第３条第１項第３号に掲げる者に限る。）の代理人が懇話会に出席したときは、

別に定めるところにより、謝金及び旅費を支給する。 

 

（委任） 

第５条 この要綱に定めるもののほか、懇話会の運営に関して必要な事項は、別に定める。 

  

附 則 

（施行期日等） 

１ この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ この要綱は、平成２６年３月３１日限り、その効力を失う。 

 

 

附 則 

（施行期日等） 

１ この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

２ この要綱は、令和５年３月３１日限り、その効力を失う。 

 

附 則 

（施行期日等） 

１ この要綱は、令和２年７月６日から施行する。 

２ この要綱は、令和５年３月３１日限り、その効力を失う。 

 

 

 

 

 

 

 

【別紙】懇話会構成員 

 

(1)学識経験者（◎は座長）  

◎大石 哲   神戸大学教授 

宇田川真之  防災科学研究所主幹研究員 

上甫木昭春  大阪府立大学名誉教授 

竹林 洋史  京都大学防災研究所准教授  

服部 保   兵庫県立大学名誉教授 
 

(2)流域市の職員 

  新見 達彦  神戸市建設局担当部長（防災担当） 

久保田 隆弘 尼崎市都市整備局土木部長 

向井 宣彦  西宮市土木局道路部長 

米倉 康明  伊丹市市長付参事（危機管理担当） 

簗田 敏弘  宝塚市都市安全部長 

久高 輝之  三田市まちの再生部長 

酒井 一弘  丹波篠山市まちづくり部長 
 
(3)住民団体等関係者 

酒井 正一  丹波篠山市初田地区元自治会長 

光村 正生  宝塚市自治会連合会副会長 
 
(4)公募構成員 

  城田千枝子 

（略） 


